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１ 計画策定の意義 

「緑と文化の町」を標榜し、“人々が住みたくなる町・人と自然が共生する町”の実現をめざ

す竜王町として、快適で潤いのある生活環境の創造のためには、大量生産、大量消費、大量廃

棄に支えられた社会経済体制やライフスタイルを見直し、循環型社会の形成により日常生活の

質の抜本的な転換が求められている。 

そのためには、組織、個人等の社会を構成する主体がそれぞれの立場で自らに求められる役

割を認識し、実践していくことが重要である。 

本町では、昭和４６年度において広域対応で設立された中部清掃組合による計画推進により、

可燃物および不燃物の処理については早期から円滑な対応に努めてきた。殊に平成６年度に改

修（改築）された能登川清掃センターや平成１９年度に稼働した日野清掃センターの処理能力

が大幅に増強されたことにより、それまでは処理対応できなかった大型の可燃物の処理や一般

可燃物の処分に大幅な改善を図ってきた。 

しかし、一般可燃物の４分の１を占めると言われる容器包装廃棄物の分別処理については、

十分とは言えないが徐々に課題を解決しつつある。 

本計画は、このような状況の中、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進に関する法律

（以下「法」という。）第８条に基づき一般廃棄物において大きなウェートを占める容器包装廃

棄物に関して分別収集を行い、更には５Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル・リフューズ・

リジェネレイト）を推進しながら、中部清掃組合の各施設により処分量の減量化推進と併せ、

資源リサイクルを推進する意味からも、住民、事業者、行政がそれぞれの役割を明確にした上

で、具体的な推進方策を明らかにするとともに関係者が一体となって取り組むべき方針を示し

たものである。 

本計画の推進により、廃棄物の減量や最終処分場を始めとする各廃棄物処理施設の延命化が

図られ、資源循環型社会の形成を図るものである。 

 

２ 計画の基本的方向 

本計画を実施するに当たっての基本的方向を次に示す。 

・地域特性を活かした資源循環型社会づくりを進める。 

・住民参加によるごみ減量と資源リサイクル運動を積極的に進める。 

・環境基本計画に基づいた環境負荷の低減を図る。 

・町民および関係者が一体となって、ごみの排出抑制と資源再利用化の取り組みを進めるとと

もに地域や各種団体活動、学校教育等の機会を中心にして環境教育の充実を図る。 

 

３ 計画期間 

本計画の計画期間は、法第８条第１項の規定に基づき、令和５年４月を始期とする５年間と

し、令和７年に改定する。また、計画の前提となる諸条件並びに社会情勢に大きな変動があっ

た場合は、その時点において見直す。 

 

４ 対象品目 

本計画は、鋼製の容器包装に係る物（スチール製容器）、主としてアルミニウム製の容器包装

に係る物（アルミ製容器）、主としてガラス製のものであって、無色のもの（無色ガラス製容器）、
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主としてガラス製のものであって、茶色のもの（茶色ガラス製容器）、主としてガラス製のもの

であって、無色又は茶色のもの以外のもの（その他ガラス製容器）、主として紙製の容器包装で

あって、飲料を充てんするための容器（原材料としてアルミニウムが利用されているもの及び

主として段ボール製のものを除く。）に係る物（紙パック）、主として段ボール製の容器包装に

係る物（段ボール）、主として紙製の容器包装であって上記以外のもの、主としてポリエチレン

テレフタレート製のもの（飲料、しょうゆその他主務大臣が定める商品を充てんするためのも

のに限る。）（ペットボトル）、主としてプラスチック製の容器包装であって上記以外のもの（そ

の他プラ製容器包装）、白色の発砲スチロール製の食品トレイ（うち白色トレイ）を対象とする。 

 

５ 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第８条第２項第１号） 

（単位：ｔ） 

年  度 
令和５年度 

(2023 年度) 

令和６年度 

(2024 年度) 

令和７年度 

(2025 年度) 

令和８年度 

(2026 年度) 

令和９年度 

(2027 年度) 

容器包装廃棄物 458 454 450 446 442 

 

６ 容器包装廃棄物の排出の抑制のための方策に関する事項（法第８条第２項第２号） 

容器包装廃棄物の排出抑制のため下記の方策を実施する。なお、実施に当たっては、町民、

事業者、再生業者等がそれぞれの立場から役割を分担し、相互に協力、連携を図る。 

啓発活動等の展開 

① 町内各区（地域）における集団回収の取り組み推進や小売店での店頭回収を呼びかける。 

② 商品の過剰包装を抑制するため、小売店での包装の簡素化の推進や簡易包装を求める意

識を啓発する。 

③ 買い物袋を持参するマイバッグ運動を推進する。 

④ 詰め替え可能な商品およびリターナブル容器を用いた商品を積極的に使用することを呼

びかける。 

 

７ 分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類および当該容器包装廃棄物の収集に係る分

別の区分（法第８条第２項第３号） 

本町は、１市２町で構成する中部清掃組合のメンバーとして、最終処分地の残余年数および

能登川清掃センター、日野清掃センターでの資源化と再商品化計画を総合的に勘案して、分別

収集する容器包装廃棄物の種類を下表左欄のように定める。 

また、住民の協力の進捗度、町の施設、収集体制、収集機材等を勘案して、収集に係る廃棄

物の区分を下表右欄のとおりとする。 

分別収集する容器包装の種類 収集に係る分別の区分 

・鋼製の容器包装に係る物（スチール製容器） 

・主としてアルミニウム製の容器包装に係る物（アルミ製容器） 

空き缶（スチール、アル

ミニウム） 

・主としてガラス製のものであって、無色のもの（無色ガラス

製容器） 

空きびん（無色透明、茶

色、青・緑・黒色） 
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・主としてガラス製のものであって、茶色のもの（茶色ガラス

製容器） 

・主としてガラス製のものであって、無色又は茶色のもの以外

のもの（その他ガラス製容器） 

・主として紙製の容器包装であって、飲料を充てんするための

容器（原材料としてアルミニウムが利用されているもの及び主

として段ボール製のものを除く。）に係る物（紙パック） 

紙パック 

・主として段ボール製の容器包装に係る物（段ボール） 段ボール 

・主としてポリエチレンテレフタレート製のもの（飲料、しょ

うゆその他主務大臣が定める商品を充てんするためのものに限

る。）（ペットボトル） 

ペットボトル 

・主としてプラスチック製の容器包装であって上記以外のもの

（その他プラ製容器包装） 

・白色の発砲スチロール製の食品トレイ（うち白色トレイ） 

白色トレイ 

 

８ 各年度において得られる分別基準適合物の特例分別基準ごとの量および容器包装リサイクル

法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み（法第８条第２項第４号） 

 

（単位：ｔ） 

分別収集する容器

包装の種類 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

鋼製の容器包装に

係る物（スチール

製容器） 

8 8 8 8 7 

主としてアルミニ

ウム製の容器包装

に係る物（アルミ

製容器） 

17 17 17 17 16 

主としてガラス製

のものであって、

無色のもの（無色

ガラス製容器） 

25 25 24 24 24 

(引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） 

0 25 0 25 0 24 0 24 0 24 

主としてガラス製

のものであって、

茶色のもの（茶色

ガラス製容器） 

21 21 21 21 21 

(引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） 

0 21 0 21 0 21 0 21 0 21 

主としてガラス製 10 10 10 10 10 
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のものであって、

無色又は茶色のも

の以外のもの（そ

の他ガラス製容

器） 

(引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） 

0 10 0 10 0 10 0 10 0 10 

主として紙製の容

器包装であって、

飲料を充てんする

ための容器（原材

料としてアルミニ

ウムが利用されて

いるもの及び主と

して段ボール製の

ものを除く。）に

係る物（紙パック） 

2 2 2 2 2 

主として段ボール

製の容器包装に係

る物（段ボール） 

43 42 42 42 41 

主として紙製の容

器包装であって上

記以外のもの 

0 0 0 0 0 

(引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

主としてポリエチ

レンテレフタレー

ト製のもの（飲料、

しょうゆその他主

務大臣が定める商

品を充てんするた

めのものに限る。）

（ペットボトル） 

33 33 33 32 32 

(引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） 

0 33 0 33 0 33 0 32 0 32 

主としてプラスチ

ック製の容器包装

であって上記以外

のもの（その他プ

ラ製容器包装） 

1 1 1 1 1 

(引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） 

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 

  

  

  

白色の発砲ス

チロール製の

食品トレイ

（うち白色ト

レイ） 

1 1 1 1 1 

(引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） (引渡量） (独自処理量） 

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 
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注：下欄の数値は、左が指定法人による引渡し、右が町独自に処理を行う量を示す。 

 

９ 分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第８条第２項第５号） 

※ 分別収集は、現行の収集体制を活用する。 

容器包装廃棄物の種類 収集の分別区分 収集運搬段階 選別保管等段階 備考 

空
き
缶 

スチール 
資源ごみ 

（空き缶） 委託業者によ

る指定日回収 

委託業者  

アルミニウム 
資源ごみ 

（空き缶） 
やまびこ作業所  

空
き
び
ん 

無色・透明ガラス 

資源ごみ 

（空きびん） 

委託業者によ

る指定日回収 
委託業者  茶色ガラス 

青・緑・黒色ガラ

ス 

紙パック 紙パック 
直営による指

定日回収 
委託業者  

段ボール 段ボール 
委託業者によ

る指定日回収 
委託業者 

菓子箱

は段ボ

ールと

して回

収 

ペットボトル ペットボトル 
委託業者によ

る指定日回収 
中部清掃組合  

食品トレイ 白色トレイ 
委託業者によ

る指定日回収 
中部清掃組合  

 

10 分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第８条第２項第６号） 

現在、委託業者を通じて空き缶、空きびん、段ボールについては民間処理施設で選別処理を

行い、ペットボトル、白色トレイについては中部清掃組合で選別処理している。なお、ペット

ボトルについては、中部清掃組合で選別後、独自処理を行うこととする。 

今後、その他の容器包装の収集は、リサイクルセンター等の状況を見据えて検討していくこ

ととする。 

 

分別収集に係る 

分類の区分 

分別収集する 

容器包装 
収集容器 収集場所 収集者 中間処理 

空き缶 スチール 資源回収袋 町内各地域ご 業者委託 民間処理 
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みステーション ４ｔ車 

アルミニウム 資源回収袋 
町内各地域ご

みステーション 

業者委託 

４ｔ車 

や ま び こ 作

業所 

空きびん 

無色・透明ガラス 

専用コンテナ 
町内各地域ご

みステーション 

業者委託 

４ｔ車 

民間処理 

選別 

茶色ガラス 

青・緑・黒色ガラ

ス 

紙パック 紙パック 専用コンテナ 
町内各地域ご

みステーション 

直営 

２ｔ車 
民間処理 

段ボール 段ボール 専用コンテナ 
町内各地域ご

みステーション 

業者委託 

４ｔ車 
民間処理 

ペットボトル ペットボトル 資源回収袋 
町内各地域ご

みステーション 

業者委託 

４ｔ車 

中部清掃組合 

選別 

白色トレイ 食品トレイ 資源回収袋 
町内各地域ご

みステーション 

業者委託 

４ｔ車 
中部清掃組合 

 

分別収集に必要な施設計画 

〔排出段階〕 

施設の種類 

対象とする容

器包装廃棄物

等の種類、量等 

施設等の仕様 

（形状、形式、能力、数量等） 

管理 

主体 

参考 

（現有施設状況） 

１ 排出容器     

 ①ビニール製網

袋 

Ａ 空き缶 材質：専用ビニール製網袋 

（緑色） 

容量：指定袋 

1,000mm×1,700mm 

竜王町 昭和 63年 4月から分

別収集済。処理は、

容器包装リサイクル

法に準じたもの。 

 ②箱型プラスチ

ックコンテナ 

Ｂ 空きびん 

（種類別） 

材質：プラスチック 

容量：カラーコンテナ 

400mm×600mm×300mm 

数量：ごみステーション１ 

箇所当たり各２～５個 

無色・透明ビン＝指定コンテナ 

茶色ビン＝指定コンテナ 

青・緑・黒色ビン＝指定コンテナ 

竜王町  

 ③箱型ビニール

製コンテナ 

Ｃ 紙パック 材質：専用ビニール製コンテナ 

（青色） 

容量：800mm×800mm 

竜王町 平成 13年 4月から分

別収集開始 
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 ④直置き Ｄ 段ボール 町内各地域ごみステーション 

 

竜王町  

 ⑤ペットボトル

専用袋 

Ｅ ペットボトル 材質：専用ビニール製網袋 

  （白色） 

容量：指定袋 

  1,000mm×1,700mm 

竜王町 平成 10年 4月から分

別収集開始 

 ⑥ビニール製網

袋 

Ｆ 白色トレイ 材質：専用ビニール製網袋 

  （黒色） 

容量：指定袋 

  1,000mm×1,700mm 

竜王町 平成 19年 4月から分

別収集開始 

２ 集積場所 Ａ～Ｆ 資源物専用ステーション利用 

町有地におけるストックヤード利

用 

竜王町 ごみ集積所管理者に

よる排出指導および

容器設置状況の点検 

 

 

〔運搬段階〕 

施設の種類 

対象とする容

器包装廃棄物

等の種類、量等 

施設等の仕様 

（形式、数量等） 
管理主体 

参考 

（現有施設状況） 

１ 専用車両     

 ①資源回収用パ

ッカー車 

Ａ 空き缶 形式：最大積載量 

4,000kg 

数量：２台 

竜王町 現行の収集計画を基本

にして収集日を定め収

集 

 ②資源回収用平

ボディー車 

Ｅ ペットボトル 

Ｂ 空きびん 

Ｄ 段ボール 

形式：最大積載量 

   4,000kg 

数量：１台 

竜王町 平成 10 年 4 月から収集

計画に基づき専用車両

で収集 

 ③資源回収用平

ボディー車 

Ｃ 紙パック 形式：最大積載量 

   2,000kg 

数量：１台 

竜王町 平成 13 年 4 月から収集

計画に基づき専用車両

で収集 

 ④資源回収用平

ボディー車 

Ｆ 白色トレイ 形式：最大積載量 

   4,000kg 

数量：１台 

竜王町 平成 19 年 4 月から収集

計画に基づき専用車両

で収集 
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11 その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項（法第８条第２項第７号） 

分別収集計画を実行あるものとするため、次の取り組みを進める。 

・容器包装廃棄物が排出されたとき、分別区分と分別基準に従い適切に排出されるように各地

区の地域環境整備推進員と協力して、住民の分別収集に対する意識高揚のための啓発活動を

展開する。 

・自治会、各種団体等の再生資源回収実施団体に対する支援を継続して行う。 

・事業者が行う容器包装の自主的回収と資源化を推進するため、事業者に協力を促し併せて啓

発活動を行う。 

・竜王町美化推進協議会を継続実施し、より効率的な分別収集体系の模索とその展開を図る。 
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〔特記事項〕 

 竜王町における容器包装廃棄物に係る分別排出と収集、処理のフローチャートを以下に示す。 

 

アルミニウム 

ス チ ー ル 

無 色 ・ 透 明 

茶 色 

青・緑・黒色 

段 ボ ー ル 

紙 パ ッ ク 

ペットボトル 

白 色 ト レ イ 

空

き

缶 

空

き

び

ん 
 

収集車（パッカー車） 

業者委託 

 

収集車（平ボディー車） 

業者委託 

収集車（平ボディー車） 

業者委託 

収集車（平ボディー車） 

直営 

収集車（平ボディー車） 

業者委託 

収集車（平ボディー車） 

業者委託 

委 託 業 者 

委 託 業 者 

委 託 業 者 

委 託 業 者 

委 託 業 者 

リサ イ ク ルセ ン タ ー 

選 別 施 設 

（手選別） 

搬入時選別 

搬 入 時 選 別 

搬 入 時 選 別 

選 別 施 設 

（手・機械選別） 

ス

ト

ッ

ク

ヤ

ー

ド 

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド 

資 源 物 収 集 


